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コール パークおよびディレク
テッド コール パーク

コール パーク（Call Park）機能を使用すると、コールを保留にし、そのコールに

はシステム内の別の電話機から応答することができます。たとえば、電話機でア

クティブ コールを受けているときに、Park ソフトキーを押し、そのコールをコー

ル パーク内線番号にパーク（保留）することができます。システム内の誰かが

別の電話機からそのコール パーク内線番号をダイヤルすると、そのパークされ

ているコールを取得できます。

コール パークの詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイ

ド』の「コールパークおよびディレクテッド コールパーク」を参照してください。

ディレクテッド コール パーク（Directed Call Park）機能を使用すると、使用可能

でユーザが選択したディレクテッド コール パーク番号にパークされたコールを

転送できます。設定済みの取得用プレフィックスに続けて、コールがパークされ

ているディレクテッド コール パーク番号をダイヤルすると、パークされたコー

ルを取得できます。 

ディレクテッド コール パーク番号は、Cisco CallManager Directed Call Park

Configuration ウィンドウで設定します。設定済みのディレクテッド コール パー

ク番号はクラスタ全体に適用されます。ディレクテッド コール パークの Busy

Lamp Field（BLF）をサポートする電話機は、特定のディレクテッド コール パー

ク番号のビジー / アイドル ステータスを監視するように設定できます。また、

BLF を使用して、ディレクテッド コール パーク番号を短縮ダイヤルとしてダイ

ヤルすることもできます。
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ディレクテッド コール パーク機能の使用と設定の方法については、『Cisco

CallManager 機能およびサービス ガイド』の「コールパークおよびディレクテッ

ド コールパーク」の章を参照してください。
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